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要旨 

幼少期の家庭環境は子どもの教育成果に影響を与えるのだろうか．本論文では，幼少期

の母親の就労に注目して，母親の就労が大学受験時点の学力に与える影響を明らかにする．

分析には大学受験のための統一試験の点数が分かる韓国のパネルデータを用いる．分析に

よると，まず，14 歳時点の学業成績の良さは 18 歳時点のテストスコアの高さと強い相関を

持っていることが示される．基礎教育終了時点で学力は確立されているといえよう．そし

て，３歳時点の母親の就労は 14 歳時点の学力にも 18 歳時点の学力にも影響しない．例外

として，所得階層の中位・上位のクラスでは，３歳時点の母親の就労が基礎学力と大学受

験時のテストスコアをともに低下させる可能性がある．また，分析において一貫して得ら

れる結果として，親子間の会話の多さが子どもの教育成果を高める効果が確認される．少

なくともある一定の所得以上では，幼少時に母親が市場労働をせず家にいることで親子間

のかかわりが深くなり，子どもの教育環境が整い，初等教育時に修得する基礎学力を向上

させる可能性がある． 
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